
 
自然児を育てましょう 

 
テレビのニュース番組で『奇跡のりんご』が紹介され

ました。何が奇跡かというと、農薬使わないで育てたり

んごだそうで、現代の農業では考えられないことだか

ら、『奇跡のりんご』と言われているそうです。それを育

てた人は、青森県弘前市のりんご農家の木村秋則さ

んという方です。木村さんは農薬を使うことで家族の健

康を害したことから、無農薬で育てることに挑戦して６

年たったとき、９月だというのに全てのりんごの木の葉

も実も枯れ落ちてしまうという悲劇に逢ったそうです。 

全てを失ったその人は死に場所を求めて何時間も

山の中を歩いているとき、農薬を使って

いないのに虫に食われていない葉っぱ

や木の実があるのを見つけて、『これだ、

りんごもこのように（野生化）したら良い』と

思い、土作りから再挑戦したそうです。無

収入となっての挑戦は筆舌に尽くせない

ものだったそうですが、最初の挑戦から

十年かけて『奇跡のりんご』を作り上げま

した。専門家が見るとそのりんごの木の葉

は虫に食われていたり、病気になったりしているそうで

すがそれが全体に広がらず、部分的で収まっているこ

とが特徴で、虫食いや病気の広がりをくい止めようとす

る細胞の働きがあるそうです。 

このことは人間の世界にも当てはまり、自然児を育

てるようにしたほうが良いと言えるのではないかと思い

ます。 

いじめや自殺、殺人など、子供達の世界で異変が

起こっています。この原因はいろいろあると思います

が、人為的働きかけが質的にも量的にも多すぎて子

供が育つための自然な営みが崩れてきているように思

えます。自然な営みとは人間が何百万年、何千万年と

いう時の流れの中で、立派な大人になり、子孫を残し

ていくために作り上げたプロセスのことを言います。そ

れは親から子へ、子から孫へと世代間伝承によって確

実に伝えられて来ました。現在は出来るだけ早く自然

児を育てるようにしなければならないと思います。 

子育てかわら版 第１４号 ディズモンド・モリスという人が著書『人間動物園』

《1970年》の中で次のように言っています。「人間という

動物が自然生態系というバランスある系を抜け出し、

人間本位の生活システムを作り出した結果、自らを都

市という檻の中に閉じ込めてしまった。そして、動物園

の中で動物に起こっている異常なことは全て人間社会

の中でも起こっている」と。 

園長だより１２０号復刻 

過去の園長だよりです 
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動物園の動物達は檻の中という不自由はあるもの

の、その反面、そこに住むことによって食べ物、飲み

物、住まい、安全、衛生及び医学的配慮が与えられ、

生存の基本的な問題は可能な限り解決されることにな

ります。しかし、従来の物理的な不備の状態から理想

と思われる状態までに高められたとき、野生動物では

考えられないことが次々と現れ始めました。 

栄養的なバランスを考えてえさを与えているはずな

のに、やたらに太りすぎる動物が現れ、暇をもてあまし

て自分自身を傷つけたり、意味のないけんかをしたり、

果ては自分の子供に攻撃を加える親が出てくるまでに

なりました。細菌感染や寄生虫などによる病気は減っ

た代わりに神経症的な症状を示すものが多くなって、

そしてさらに野生では見ることの出来ない

同性とのつがい関係さえ現れるようにな

ったということです。 

私の知り合いにタクシーの運転手をし

ている人がいますが、その人がお客さん

に『なぜ今、いじめによる自殺が多いの

か』聞いたところ、７、８０歳くらいのその婦

人は少し考えてから「そうね、今のお母さ

んたちは子供に今晩何を食べたいか聞く

でしょう。私達の頃はどうやって一日食べさせようかで

必死でした。何しろ食べるものが無かったですから。こ

ういうことが原因じゃないでしょうか」と言われたそうで

す。この婦人が言ったことは案外正解なのかもしれま

せん。 

東京動物園協会理事長の中川志郎さんは、「動物

園の動物たちは､獲物を探すことも、ひそかに忍び寄

ることも、瞬時のアタックも、かけらほどの緊張感も必要

なしに結果としての餌だけがあります。しかも､それは

栄養的には充分であっても量的には彼らの満腹感と

は程遠く、その後に残るのは膨大なフラストレーション

だけとなるでしょう」と言っています。 

現代の子供達には自立した大人になるためにさせ

なければならない大切な事を忘れ､やっていけない過

保護や､転ばぬ先の杖が多すぎるのではないでしょう

か。 


